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月別

グループ全体売上高推移

39期単月

40期単月

39期累計

40期累計

単位：百万円

寮事業 3,880 105% 3,705 28,181 104% 27,067

学生寮 1,996 102% 1,950 14,455 103% 14,070

社員寮 1,088 109% 999 8,219 108% 7,643

ドミール 396 102% 390 2,791 100% 2,789

受託寮 399 110% 364 2,715 106% 2,563

ホテル事業 6,973 110% 6,340 46,231 112% 41,354

ドーミーイン事業 4,280 114% 3,758 27,627 116% 23,717

リゾート事業 2,693 104% 2,582 18,604 105% 17,637

総合ﾋﾞﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ事業 1,133 72% 1,566 8,964 106% 8,464

フーズ事業 603 106% 570 4,024 102% 3,951

その他事業 975 104% 936 6,459 105% 6,175

ｼﾆｱﾗｲﾌ事業 135 117% 115 910 115% 788

その他 840 102% 821 5,549 103% 5,387

デベロップメント事業 3,924 3164% 124 14,638 136% 10,801

合　　計 17,487 132% 13,241 108,498 111% 97,812

2018年10月度実績 2018年10月度実累計

当月実績 前期比％ 前期実績 当期累計 前期比％ 前期累計

（東証1部 コード9616）

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

経営情報MonthlyReportは、株主様、及び以前弊社株式を保有されたことのある方をはじめ、弊社関係者の皆様に、より弊社を

ご理解いただくとともに、皆様のご意見を経営に反映させていただくことを目的として、掲示させていただいております。

10月の寮事業は、新棟の室数増加がけん引し、寮事業全体として前期比105％と堅調に推移しました。

ホテル事業につきましては、ドーミーイン事業は、上期に起こった自然災害の影響をカバーし、順調に売上を伸ばした結果、

前期比114%の増収となりました。リゾート事業につきましても、前期開業棟が貢献し、前期比104%となりました。

シニアライフ事業につきましては、稼働率の上昇により前期比117%の増収となりました。

総合ビルマネジメント事業につきましては、メンテナンス工事の減少により前期比72%と減収、デベロップメント事業につきま

しては、不動産流動化で1物件売却による大幅増収となりました。

以上の結果、10月のグループ合計売上高は前期比132%となりました。
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棒グラフ6、9、12、3月

の斜線部分は、連結

消去額となります。

注）本報告書の財務数値は、監査法人による会計監査を受けておりません。比較数値は小数点第１位四捨五入とします。

使用している数値は速報値であり、後日確定するものと差異が出る可能性があります。また数値はグループ各社の単純合計により、連結消去等は行っておりません。


